


























A Practical Study on the Workshop for Making Toys for  Kindergarten 
and Elementary School Children 3
―Consideration of Educational Methodology of “Artistic Expression” and 
“Point of View and Way of Thinking for Science” on the Themes : 
Water telescope, Xylophone, Guiro car―





















































25 8 34.8 5 22.7 13 28.9
7 30.4 5 22.7 12 26.7
44 9 39.1 7 31.8 16 35.6
8 34.8 2  9.1 10 22.2
11 47.8 7 31.8 18 40.0
47 4 17.4 10 45.5 14 31.1
6 26.1 3 13.6 9 20.0

















25 0.0% 46.7% 9.1% 50.0% 20.0% 33.3% 
0.0% 40.0% 18.2% 33.3% 40.0% 0.0% 
44 20.0% 26.7% 45.5% 16.7% 60.0% 66.7% 
0.0% 33.3% 18.2% 33.3% 20.0% 0.0% 
80.0% 60.0% 9.1% 50.0% 20.0% 0.0% 
47 40.0% 33.3% 27.3% 33.3% 40.0% 0.0% 
20.0% 20.0% 0.0% 16.7% 60.0% 33.3% 
























57 12 52.2%  8 36.4% 20 44.4% 
15 65.2%  10 45.5% 25 55.6% 
6 26.1%  6 27.3% 12 26.7% 
45 6 26.1%  7 31.8% 13 28.9% 
7 30.4%  10 45.5% 17 37.8% 
8 34.8%  7 31.8% 15 33.3% 













57 40.0% 66.7% 9.1% 33.3% 60.0% 66.7% 
60.0% 60.0% 54.5% 50.0% 60.0% 33.3% 
0.0% 33.3% 27.3% 33.3% 40.0% 0.0% 
45 40.0% 40.0% 18.2% 16.7% 20.0% 33.3% 
80.0% 40.0% 18.2% 50.0% 40.0% 0.0% 
60.0% 60.0% 0.0% 16.7% 40.0% 0.0% 
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46 12 60.0 3 17.6 15 40.5
9 45.0 8 47.1 17 45.9
12 60.0 2 11.8 14 37.8
29 7 35.0 2 11.8 9 24.3
8 40.0 2 11.8 10 27.0
9 45.0 1 5.9 10 27.0
30 7 35.0 3 17.6 10 27.0
9 45.0 1  5.9 10 27.0

























23 8 40.0%  3 17.6% 11 29.7% 
5 25.0%  7 41.2% 12 32.4% 
30 8 40.0%  3 17.6% 11 29.7% 
6 30.0%  5 29.4% 11 29.7% 
3 15.0%  5 29.4% 8 21.6% 
33 2 10.0%  3 17.6% 5 13.5% 
6 30.0%  5 29.4% 11 29.7% 
3 15.0%  3 17.6% 6 16.2% 
6 30.0%  5 29.4% 11 29.7% 
3 3 14 9 














































































































33 1 12.5%  4 66.7% 5 35.7% 
2 25.0%  5 83.3% 7 50.0% 
3 37.5%  5 83.3% 8 57.1% 
0  0.0%  3 50.0% 3 21.4% 
3 37.5%  5 83.3% 8 57.1% 
0 0.0%  2 33.3% 2 14.3% 
16 0 0.0%  3 50.0% 3 21.4% 
2 25.0%  2 33.3% 4 28.6% 
4 50.0%  4 66.7% 8 57.1% 
0  0.0%  1 16.7% 1  7.1% 
5 0  0.0%  1 16.7% 1  7.1% 
0  0.0%  3 50.0% 3 21.4% 
0 0.0%  1 16.7% 1  7.1% 
5 1 12.5%  1 16.7% 2 14.3% 
1 12.5%  2 33.3% 3 21.4% 
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でた」と工夫について書かれたものがあった。また、「どうぶつの形」に関しては、「象」や「ちょ
うちんアンコウ」といった自分の作ったイメージに関するものや、「ぎざぎざ」といった形状
に関する記述が見られた。これらの記述からは、子ども達がギロの音を出して確かめながら工
夫していること、自分の見立てた動物のイメージを造形化していることが推察される。
設問５．「今日、工夫したところはどこですか？」（自由記述）
　この設問における自由記述では、「かざりつけ」に関するものとして、「かっこよくした」や
「いろんなかざりをつけた」といった内容が見られた。「どうぶつの形」については、「顔つく
り」「口やはをつけた」「うさぎの耳」「はねをつけた」「ぎざぎざ」といった、自分の動物のイ
メージを具現化するための工夫に関わる記述が見られた。また、「音を面白くなるように」や「は
しらせ方」といった物理的原理に関わる記述も見られた。これらの記述からは、装飾、動物の
イメージの具現化、音や動きといった物理的原理、そしてそれらの基底となる造形において、
子ども達がさまざまに工夫していることが推察される。
Ｃ）ギロの動物車を教材とした物理的意義：
　ギロはギザギザの部分の上部をこすることで連続的にた
たき続けることになり、連続的な打音を出す楽器である。
また、先に述べたように、ヒノキをたたくと高く良い音が
でる（表10）。そこで、ヒノキの空洞の本体の上にヒノキの
小さな木片を並べて貼り付け、並べた木をこするようにた
たいて音を出すギロの玩具をつくることにした。小さな木
片の高さや大きさを変えたり、貼り付ける幅を変化させたりすることで、自分の音が出せるギ
ロをつくることができる（図31）。また、空洞は音を増幅し、大きな音となることで音を出し
ている楽しさを感じることができる。空洞の音の増幅は、ギターの胴の空洞と穴や、鉄琴、木
琴の筒、またカホンのような打楽器でも用いられていることを思い出すと、空洞の音の増幅効
果が理解できる。上の木だけをたたいても音は響かないが、上の木の音が木の空洞全体に伝わ
り、空洞の中で反射を繰り返して集まって口から大きく増幅されて出て行くことになる。口を
押えると音が小さくなることから、口から音が大きくなって出ていることがわかる。表10のよ
うに、E/ρが大きくなる国内の木材にはマツやヒノキ、スギがあり、これらは響きやすい木
材としてギターやバイオリンの材料として使われてきた。このギロの動物車も、よく響く楽器
となり、ヒノキの音が感じられる玩具となっている。自分で工夫して木を並べることにより自
分が工夫した音を出せる。また、これは、ワニなど動物の背中の形状、毛やごつごつ感を連想
することで、走る動物車としてつくり遊べる玩具になっている。おもしろい音が出る、自分の
連想する動物や乗り物にもできる、そして、ゴムチューブの反発力で走らせることができると
いう３つの楽しめる要素が組み込まれている。
　動物車は大きめの木の車輪を２個付け、二輪で走らせるため、
二輪の軸を支点に重い方に傾く（図32）。重い方（下について
いる方）を頭にすると真っすぐに勢いよく走る。一方、軽い方
（上を向いている方）を頭にするとクルクル回転する車になる。
子ども達も自分の車の走り方の違いで面白さを感じることだろ
う。これは、重心の動きが全体の動きであるため、重心が進行
図32．どちらを頭にするかで
走り方が異なる
図31．ギロの動物車
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方向へ先に行こうとするからである。支点（車輪）よりも後ろに重心があると、重心が支点よ
り前に出ようとして、これがクルクル回る動きにつながる。このように、自分の作る車に持た
せた個性に、音や重心の動きといった物理に起因した性質が加わることで、自慢の車づくりに
なると考えられる。
玩具づくりワークショップにおけるものづくり教育のあり方
　現行の小学校学習指導要領２）（平成29年公示）では子ども達が生きる力を育むために、教科
の目標や内容を「知識技能」「思考力、判断力、表現力」「学びに向かう力、人間性等」の三つ
の柱で再整理されている。図画工作科・理科においてもこれらの力を育むために主体的な学び
が奨められている。筆者らが実践しているワークショップにおいても、鋸・クリックドリルな
どの道具を使いヒノキ材を加工し、また、科学的・物理的エッセンスを取り入れたものづくり
活動とすることで、現象の不思議さに触れ、それらが知識技能を育てると考えている。また、
物理的理由を感じて自分で工夫して作る作業は、思考力・判断力を育て、そして普段あまり使
用しない素材や道具を用いて主体的に作る楽しさの中で、自らの個性を自由に表現する５）こ
とにつながる。同時に、つくった玩具を使って遊ぶ中で科学的な見方・考え方に触れ、五感を
フルに活用して知らず知らずに自ら学ぶ姿勢を育んでいる。「箱メガネづくり」では光の屈折
に興味を持たせ、「ヒノキの楽器づくり」と「ギロの動物車づくり」では、音への興味を持た
せる。自分のつくったものに不思議が含まれていることが、次への興味・関心へとつながり、
図画工作科・理科の学びへの興味へとつながっていく。物理的要因を組み込んだ創造の喜びを
引き出す玩具づくりの中に、不思議さを感じ自ら調べ研究しようとする心が芽生える種が入っ
ていると考える。
結　語
　本論では、幼児・小学校児童を対象にした計３回の玩具づくりワークショップ実践について、
造形教育・理科教育の視点、及びアンケート調査を通して分析・考察した。今回実践した活動
は、以前の、郷土玩具の「きじ車」に着目した「動物車づくり」や「箱メガネづくり」のコン
セプトを変更して、新しい物理的要因を感じ取ったり、新しい複合的な遊びを可能とするテー
マとなった。本研究においては、オリジナルの玩具テーマを開発することを最重要視しており、
今までの継続の経験が今回の実践にも結びついたと考えている。
　より大きな教育効果を引き出す、理科的要因を組み込んだテーマをデザインすることにより、
子ども達が、つくるものを構想し、技能を働かせて製作し、完成作品を発表することで、造形・
理科教育の成果以外の、社会性育成や、言葉による伝え合う機会にもなったと考える。
　今回の実践後のアンケート調査結果から、素材としてのヒノキ材の良さ、本物の道具を使用
した作業の楽しさ、そして装飾という工程が子どもの自由な表現を引き出す上で重要という造
形領域の教育的意義を昨年同様に確認できた。
　一方幼児は、原体験としてのヒノキ、道具類を使用した創造体験が意味を持つことを確認で
きた。また、今回の楽器づくりは、幼稚園１）などの幼児教育の現場においても、音遊び６）の
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一環として取り入れる可能性が実感できたので今後更に検討したい。筆者らの実践は、ワーク
ショップという、１回で完結させるための時間的・場所的な制約があるが、ものづくり教育と
して、科学的な見方・考え方を育てることに寄与していると考えている。
　今年度のアンケート結果分析においては、微妙な男女差や年齢差が読み取れたが、基本的に
造形領域と理科領域を組み合わせた玩具づくりワークショップの教育的意義が認められると思
われる。今後は、アンケート調査内容・方法などを精査するなどして、分析精度を上げたいと
考える。
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